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問　
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答　
８
月
５
日
に
事
業
の
実
施
予

定
事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
事
業
計

画
書
を
承
諾
で
き
る
か
審
査
し
て
い

る
。問　

事
業
計
画
書
の
内
容
は
。

答　
事
業
概
要
、
建
築
計
画
、
権

利
関
係
、
資
金
計
画
等
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。

　

施
設
概
要
は
、
敷
地
面
積
約
２
，

８
０
０
㎡
、
延
べ
床
面
積
約
１
万
７
，

０
０
０
㎡
の
地
上
22
階
で
、
店
舗
、

事
務
所
、
住
居
及
び
公
共
施
設
等
で

構
成
さ
れ
た
複
合
施
設
の
計
画
で
あ

る
。

　

29
年
度
に
事
業
に
着
手
し
、
30
年

度
に
工
事
着
手
、
32
年
度
に
工
事
完

了
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

問　
市
有
地
の
所
有
権
や
施
設
の

取
得
方
法
は
。

答　
決
定
で
は
な
い
が
、
所
有
権

に
つ
い
て
は
、
期
間
を
定
め
た
借
地

権
を
設
定
し
、
施
設
所
有
者
が
借
地

料
を
支
払
う
「
定
期
借
地
権
方
式
」、

施
設
の
床
取
得
に
つ
い
て
は
、
土
地

や
建
物
等
の
権
利
者
が
、
従
前
資
産

か
ら
算
定
さ
れ
る
権
利
金
相
当
分
と

新
設
す
る
施
設
の
床
の
価
値
分
を
変

換
す
る
「
等
価
交
換
方
式
」
で
の
計

画
を
想
定
し
て
い
る
。

問　
災
害
時
に
お
け
る
他
自
治
体

と
の
相
互
応
援
協
定
の
締
結
状
況
は
。

答　
近
隣
で
は
豊
田
市
は
じ
め
西

三
河
８
市
１
町
。
広
域
で
は
大
阪
府

和
泉
大
津
市
、
鹿
児
島
県
阿
久
根
市

な
ど
19
市
１
町
。
ま
た
、
長
野
県
飯

田
市
、
茨
城
県
結
城
市
な
ど
３
市
１

村
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

問　
協
定
に
基
づ
き
支
援
を
行
っ

た
実
績
は
あ
る
か
。

答　
平
成
22
年
の
飯
田
市
に
お
け

る
豪
雨
被
害
の
際
に
、
給
水
車
に
よ

る
補
水
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

問　
市
内
あ
る
い
は
近
隣
の
企

業
・
団
体
と
の
支
援
体
制
整
備
は
。

答　
市
内
企
業
と
は
、
食
料
品
や

生
活
物
資
の
調
達
・
緊
急
輸
送
道
路

等
の
被
害
状
況
調
査
や
応
急
復
旧
に

つ
い
て
な
ど
、
様
々
な
場
面
に
お
い

て
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
協
定
を
締

結
し
て
い
る
。

問　
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
火
災

に
よ
る
被
害
が
多
く
あ
っ
た
。
火
災

の
主
な
原
因
は
停
電
を
解
消
す
る
た

め
の
通
電
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
地
震
時
に
自
動
的
に
通
電
を
遮

断
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
購
入
に

対
し
て
、
補
助
を
実
施
す
る
考
え
は
。

答　
火
災
抑
止
に
有
効
な
た
め
、

必
要
性
を
引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

山
本　
シ
モ
子　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
都
市
政
策
部
長
）

―
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
努
め
る
―

憲
法
９
条
擁
護
、
非
核
自
治
体
宣
言
を

問　
71
年
前
の
「
あ
の
日
」、
８

月
６
日
広
島
、
９
日
長
崎
に
世
界
で

初
め
て
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
。

垂
れ
下
が
っ
た
皮
膚
の
ま
ま
水
を
求

め
て
さ
ま
よ
い
歩
き
、
最
期
を
迎
え

た
人
な
ど
、
筆
舌
に
尽
く
せ
な
い
惨

劇
が
起
き
た
。
こ
の
こ
と
を
絵
や
写

真
で
語
る
「
原
爆
パ
ネ
ル
展
」
の
開

催
期
間
を
拡
大
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　
開
催
期
間
は
、
原
爆
が
投
下

さ
れ
た
８
月
６
日
か
ら
終
戦
の
日
で

あ
る
８
月
15
日
ま
で
が
一
番
望
ま
し

い
と
考
え
、
拡
大
す
る
考
え
は
な
い
。

問　
フ
ロ
ー
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
よ
さ

み
は
戦
争
利
用
さ
れ
た
依
佐
美
送
信

所
の
跡
地
で
あ
り
、
そ
の
昔
８
歳
の

少
年
が
鉄
塔
に
触
れ
て
感
電
死
す
る

と
い
う
悲
し
い
事
故
が
起
き
た
場
所

で
も
あ
る
。
公
園
が
平
和
発
祥
の
地

と
な
る
よ
う
平
和
公
園
と
し
て
位
置

づ
け
る
と
と
も
に
事
故
を
語
る
「
受

難
の
像
」
を
安
置
し
て
は
ど
う
か
。

答　
平
和
公
園
と
し
て
位
置
づ
け

る
考
え
は
な
く
、
受
難
の
像
を
安
置

問　
消
防
団
に
在
籍
し
て
い
る
市

職
員
は
、
災
害
時
に
市
の
職
務
と
消

防
団
活
動
の
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
の

か
。答　

通
常
の
火
災
に
よ
る
消
化
活

動
の
際
は
業
務
に
支
障
が
な
い
範
囲

で
消
防
団
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、

大
規
模
地
震
の
発
生
時
に
は
、
災
害

対
策
本
部
の
設
置
に
伴
い
、
災
害
時

職
員
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
職

員
の
役
割
に
従
っ
て
行
動
す
る
こ
と

に
な
る
。

問　
刈
谷
市
の
消
防
団
に
は
何
人

の
女
性
団
員
が
在
籍
し
て
い
る
の
か
。

答　
平
成
25
年
に
１
名
、
今
年
２

名
の
女
性
が
新
た
に
入
団
し
、
現
在

３
名
の
女
性
団
員
が
地
域
で
活
動
し

て
い
る
。

問　
女
性
が
消
防
団
に
入
団
す
る

こ
と
を
ど
う
認
識
し
、
入
団
し
や
す

問　
「
児
童
生
徒
理
科
研
究
発
表

会
」
の
内
容
や
各
種
全
国
発
表
会
で

の
数
多
く
の
受
賞
歴
な
ど
か
ら
、
本

市
の
理
科
教
育
レ
ベ
ル
が
高
い
の
は

明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
レ
ベ
ル
の
高

さ
を
維
持
し
て
い
る
要
因
は
。

答　
学
校
教
育
に
お
い
て
、「
子

ど
も
達
の
疑
問
や
驚
き
を
大
切
に
し

た
問
題
解
決
的
な
学
習
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
」、
自
動
車
関
連
企
業

や
夢
と
学
び
の
科
学
体
験
館
な
ど
の

施
設
が
身
近
に
あ
り
、「
最
先
端
の

科
学
や
も
の
づ
く
り
に
触

れ
、
関
心
を
高
め
ら
れ
る

環
境
が
あ
る
こ
と
」
な
ど

が
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
。問　

退
職
し
た
教
員
な

ど
で
構
成
さ
れ
た
観
察
実

験
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
配
置

人
数
と
活
動
内
容
は
。

答　
小
学
校
５
・
６
年

生
を
対
象
に
、
全
小
学
校
へ
延
べ
16

人
配
置
し
て
い
る
。
１
学
級
あ
た
り

週
１
時
間
の
活
動
で
、
そ
の
内
容
は

実
験
・
観
察
の
補
助
だ
け
で
な
く
、

理
科
室
の
環
境
配
備
、
実
験
の
準
備

等
に
な
る
。

問　
小
中
学
校
の
理
科
教
育
設
備

の
現
状
は
。

答　
理
科
室
（
小
学
校
２
室
、
中

学
校
３
室
）
の
器
具
や
教
材
も
充
実

し
て
お
り
、
実
験
や
観
察
が
行
い
や

す
い
恵
ま
れ
た
環
境
と
な
っ
て
い
る
。

外
山　
鉱
一　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
教
育
部
長
）

―
今
後
も
追
求
意
欲
を
醸
成
す
る
授
業
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
―

子
ど
も
達
の
未
来
の
た
め
に
「
理
科
教
育
」
の
更
な
る
向
上
を

す
る
考
え
も
な
い
。

問　
非
核
自
治
体
宣
言
の
予
定
は
。

答　
核
廃
絶
を
設
立
目
的
に
掲
げ

る
平
和
首
長
会
議
に
加
盟
し
て
い
る

た
め
、
改
め
て
非
核
自
治
体
宣
言
を

す
る
考
え
は
な
い
。

く
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
対
応

が
必
要
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
消
防
団
活
動
は
こ
れ
ま
で
男

性
が
中
心
に
活
動
し
て
い
た
が
、
男

女
と
も
に
同
じ
活
動
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
消
防
団
詰
所
の
改
築
や
大

規
模
な
改
修
を
行
う
際
に
は
、
更
衣

室
や
女
性
用
ト
イ
レ
の
設
置
を
考
え

て
い
く
。

◆
木
々
の
葉
が
色
づ
き
、
秋
が
深
ま
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
様
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

◆
最
近
政
務
活
動
費
の
不
正
支
出
な

ど
、
議
員
の
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
る
報

道
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

政
務
活
動
費
に
つ
い
て
は
、
各
自

治
体
の
条
例
等
で
経
費
の
範
囲
や
交

付
の
方
法
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
議

員
は
適
正
な
支
出
を
徹
底
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
税
金
を
使
っ
て
い

る
と
い
う
認
識
が
欠
け
て
い
る
議
員

が
い
る
こ
と
に
憤
り
を
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
刈
谷
市
議
会

で
は
、
収
支
報
告
書
や
領
収
書
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
お
り
、
透
明

性
の
確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
政

務
（
市
の
事
務
）
に
関
す
る
調
査
、

具
体
的
に
は
、
先
進
事
例
を
研
究
す

る
な
ど
本
市
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め

に
使
用
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
度

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◆
９
月
定
例
会
で
は
、
16
人
の
議
員

が
市
政
を
質
す
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
最
近
で
は
、
議
会
の
傍
聴
に

訪
れ
る
市
民
の
方
も
増
え
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
議
員
に
と
っ
て
、

こ
の
上
な
い
刺
激
で
あ
り
、
市
民
の

負
託
を
受
け
て
い
る
と
い
う
気
持
ち

を
新
た
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
を
各
議
員
が
活
発
に
行
う

こ
と
で
、
市
民
の
声
を
よ
り
多
く
市

政
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
議
員
一
同
、

努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
市
議
会
だ
よ
り
で
は
、
市
民
の
方

に
わ
か
り
や
す
く
市
政
を
お
伝
え
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の

市
議
会
だ
よ
り
を
通
じ
て
、
市
政
に

興
味
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
、

委
員
一
同
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
議
会
広
報
委
員
会
）

〜
か
け
は
し
〜

編
集
後
記

全力でまちを守ります！

科学が好きな子を育てる
（雁が音中）

原爆パネル展（毎年８月に開催）

政務活動費の支出状況
をホームページで公開

神
谷　
昌
宏　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
都
市
政
策
部
長
）

―
提
出
さ
れ
た
事
業
計
画
書
を
十
分
に
精
査
し
て
い
く
―

刈
谷
駅
北
地
区
再
開
発
の
早
期
実
現
を

新
海　
真
規　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
生
活
安
全
部
長
）

―
火
災
の
抑
止
に
効
果
的
で
あ
る
た
め
、
補
助
の
必
要
性
を
研
究
し
て
い
く
―

市
民
の
安
心
安
全
を
第
一
に
考
え
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
に
補
助
を

松
永　
　
寿　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
生
活
安
全
部
長
）

―
消
防
団
詰
所
に
更
衣
室
や
女
性
用
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
い
く
―

女
性
が
消
防
団
に
入
団
し
や
す
く
な
る
対
応
を

年額225,000円/人


